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１．はじめに 

21世紀をむかえた現在，これまでに造られてきた構造物

がほぼ同時期に集中して老朽化してきている．このため，

今後の社会資本整備では構造物を新設する技術とともに，

既設の構造物を適切に管理し長く供用する技術の重要性が

指摘されている1)． 

一方，従来からの既設構造物の維持管理段階では，個々

に基準を設けて点検・評価・対策がとられており，基本的

に個々の事象に対策を講じているのが現状である．このよ

うな中，用途に応じた構造物の機能や性能を精査し，性能

規定に基づいて維持管理計画の必要性が指摘されている．

そこで，筆者らはRC構造物の使用安全性能と構造安定性能

にとくに着目し地下構造物の目的に応じたこれらの性能が

鉄筋腐食によって変化する性能状態を予測するための簡易

手法を提案してきている2)． 

本報告では，図1を基本とした鉄筋の腐食による使用安

全性能（はく離，はく落）と構造安定性能（曲げ耐力，せ

ん断耐力）が変化していく段階を，効率よく予測するため

指標（ひび割れ目視点検基準，ひび割れ密度，累積腐食析

出密度）について検討している． 

２．実験概要 

試験体の形状寸法を図2に示す．200mm×345mmの主断

面に主筋としてD16を2本と，またそれとほぼ同等の鉄筋

比となるD13を3本のケースを設けた．コンクリートの設

計基準強度は 24N/mm2(f’c28=27.8N/mm2,Ec28=20900N/mm2)，
鉄筋は SD345 を用いた．促進劣化には電食実験を用いた．

電食試験の概要を図 3 に示す．直流安定化電源により

3.8A/m2 として通電させ，電食の腐食速度が遅いケースを

0.2Aとし，腐食速度の速いケースを１Aとした．表１に実

験ケースを示す．また，ひび割れ密度および腐食析出物密

度を算出するためにエリアを設けた．図4 にエリアの詳細

を示す．なお式(1)と式(2)において，ひび割れ密度および腐

食析出物密度の算出方法を示す．  
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図1 鉄筋腐食と性能低下のイメージ 

腐食速度 主筋 試験体名 電食期間(日) 積算電流量（A・hr)

D16×２ D16No.1 287 1375
D16×２ D16No.2 281 1347
D16×２ D16No.3 0 0
D16×２ D16No.4 120 2889
D16×２ D16No.5 78 1877
D13×3 D13No1 78 1877
D13×3 D13No2 120 2889
D13×3 D13No3 0 0

遅
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表１ 実験ケース 
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図２ 試験体の形状寸法 

 

D13シリーズ 

鉄筋比：0.0078 

D16シリーズ 

鉄筋比：0.0082 

 

図３ 電食試験の概要 
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３．実験結果および考察 

電食試験による積算電流量と主筋の腐食減量の関係を図

５に示す．積算電流量と腐食減量の関係は式(3)として既往

の研究 3)で提案されている．また図中にw1(黒線) としてあ

わせて示してある． 
 
 

文献中で腐食減量の単位は［ｇ］で表されているが，ここ

ではコンクリート標準示方書[維持管理編]4)に示される

[mg/cm2]の単位に換算している．本実験で得られた結果を

１次の近似直線で仮定し，その近似直線をｗ２(黒破線)とし

て示す．その結果，本実験から得られた主筋の腐食減量は，

式(3)よりも小さくなっている．このことは，供試体の諸元

やかぶり鉄筋径などの違いなどがあると考えられる． 
積算電流量とひび割れ密度と腐食析出物密度の関係の一

例を図６に示す．積算電流量が 18(A･day)において，鉄筋

に沿ったひび割れとそれに交わる方向のひび割れがつなが

り，閉じている状態となった．その外観を写真１に示す．

積算電流量が18(A・day)あたりからひび割れ密度および累

積腐食析出密度の増加を確認した．ひび割れ密度は約 20

日間増加し，その後の進展が一定値に収束する傾向がみら

れた．さらに累積腐食析出物密度は，ひび割れ密度の増加

後に暫時的に増加する傾向がみられた．その外観を写真２

に示す．あわせて，積算電流量 120(A・day)における外観

を写真３に示す．その他のケースにおいても同様な傾向が

みられた．また，電食終了後，構造試験を行い，構造安定

性能項目の曲げ耐力の低下を確認した．一方，使用安全性

能項目のはく落にあたる現象は試験体においては確認でき

なかった．これは，電食実験において鉄筋の腐食生成物が

電解液に溶出することで膨張圧が減少することが考えられ

ことから，今後，使用安全性能にあたるはく落については

検討が必要であると考えられる． 
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図６ 積算電流量とひび割れ密度および腐食析出密度の関係の一例 
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図５ 積算電流量と主筋の腐食減量の関係 

写真３ 試験体外観 D13－No2（120 A・day） 

写真２ 試験体外観 D13－No2（40 A・day） 

写真１ 試験体外観 D13－No2（18A・day） 

GradeⅠ

GradeⅡ

GradeⅢ

GradeⅣ

GradeⅤ

Exfoliation
(GradeⅥ)

写真３ 
写真２ 写真１ 

D13-No2

 )(:)(: hrATIgw ⋅積算電流量腐食減量

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

- 20 40 60 80 100 120 140 160
積算電流量（A・day）

主
筋

の
腐

食
減

量
(m

g/
cm

2 )

D16No.1

D16No.2

D16No.4

D16No.5

D13No1

D13No2

( ) ( )
TI

cm
hrhrATIcmmgw

256.12
1500

1000*)(24*)(766.0/ 2
2

1

=

∗
=

･

( ) ( )
IT

cm
hrhrAITcmmgw

968.7
1500

1000*)(24*)(498.0/ 2
2

2

=

∗
=

･

土木学会第64回年次学術講演会(平成21年9月)

 

-308-

 

Ⅴ-155

 


